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【学
生
投
稿

】

宮
城
県
石
巻
市
雄
勝
町
の
高
台
移
転

混
乱
は
な
ぜ
生
じ
た
の
か

京
都
大
学
公
共
政
策
大
学
院
自
主
活
動

震
災
復
興
研
究
会

1

雄
勝
町
と
高
台
移
転

雄
勝

町
は
、

石
巻
市
中
心
部
か
ら
北
に
車
を
三
、

四

十
分
ほ
ど
走
ら
せ
た
場
所
に
位
置
す
る
。
人

口
四
〇
〇

〇
人
。
リ

ア
ス
式

の
海
岸
沿
い
に
、

二
十

の
集
落
が
集

ま

っ
た
町
だ
。
硯

の
製
造
と
、
ホ
タ
テ
や
ウ

ニ
、

ワ
カ

メ
等

の
漁
業
が
盛
ん
だ
。
東
日
本
大
震
災

の
津
波
に
よ

り
、
雄
勝
町
は
住
宅

・
建
物

の
九
割
が
全
壊

・
半
壊

し

た
。

町
で
は
復
興
に
向
け
て
、
安
全
な
高

い
土
地
に
移

り
住
む

「高
台
移
転
」
を
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
現

在
土
地
の
造
成
が
進

む
。

し
か
し
こ
の
高
台
移
転
を
め
ぐ
り
、
雄
勝

町
で
は
住

民
間
に
対
立
が
生
じ
た
。
高
台
移
転
を
望
む
人
と
、
震

災
前

の
居
住
地
に
住

み
続
け
る
こ
と
を
望
む
人
で
意

見

が
分
か
れ
た
か
ら
だ
。

「行
政
は
高
台
移
転
あ
り
き

で
、

住
民

の
声
を
聞

い
て
い
な

い
」
「高
台
移
転
は

一
部

の
有

力
者
だ
け

で
決
め
た
も
の
」
二

度
み
ん
な

で
決
め
た
事

に
今
更
反
対
し
て
い
る
人
が
い
る
」
「
反
対
派
は
お
金
が

欲
し

い
だ
け
」
「高
台
移
転

で
こ
れ
だ
け
も
め
た
ら
、
お

互

い
も
う
協
力

で
き
な

い
」
。
私
た
ち
が
現
地
取
材
で
地

元
の
人

々
か
ら
聞

い
た
言
葉
だ
。
住
民
間

の
対
立
は
な

ぜ
生
じ
た

の
か
。

ま
た
現
状
、
雄
勝
町
の
人

口
は

=
二
〇
〇
人
に
減

少

し
て
し
ま

っ
た
。
高
台
移
転
で
町
に
戻
る
人
は
震
災
前

の
四
分

の

一
と
言
わ
れ

て
い
る
・
。
な
ぜ

こ
こ
ま
で
人

口
が
減
少
し
て
し
ま

っ
た

の
か
。

震
災
復
興
研
究
会

は
二
年
間
、
雄
勝

町
に
何
度
も
足

を
運
び
、

ヒ
ア
リ

ン
グ
や
制
度

の
調
査
を
通
じ
て
、

こ

の
問
題
を
研
究

し
て
き
た
。
活
動
を
通
じ
て
明
ら
か
に

な

っ
た
こ
と
を
こ
こ
に
記
し
た
い
。

2

雄
勝
町
の
高
台
移
転
問
題

の
経
緯

高
台
移
転
と
は
、
簡
単
に
言
え
ば

「津
波

の
被
害

を

受
け
や
す

い
危
険
な
土
地
か
ら
、
住
宅
や
公
土
ハ施
設
を

安
全
な
高
台
に
移
す
事
業
」
だ
。
国
土
交
通
省

の
防
災

集
団
移
転
促
進
事
業

(防
集
)

に
基
づ

い
て
実
施
さ

れ

る
2
。
住
居
を
高
台

に
移
し
、
沿
岸

の
漁
港
や
加

工
場
、

職
場
に
通
う
職
住
分
離
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
従

来

の
居
住
地
は

「災
害
危
険
区
域
」
に
指
定
さ
れ
、
建

防災集団穆軸促進事業のイメージ

国土交通省 「東日本大震災の被災地で行われる防災集団移転促進事業」より

 

築
制
限
が
か
け
ら
れ
る
。
そ

の
プ

ロ
セ

ス
は
、
ま
ず
①

住
民
間

の
合
意
形
成
を
図
り
、
②
事
業
計
画
を
策
定

し
、

③
計
画

へ
の
国
土
交
通
大
臣

の
同
意
を
得
る
。
次
に
④

住
宅
団
地
の
造
成
、
公
共
施
設

の
整
備
を
し
た
後
、
⑤

住
民

の
移
転
が
な
さ
れ
る
。
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雄
勝

町
で
は
、
二
〇

一
一
年
五
月
に
住

民
・王
導

の
「震

災
復
興
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
が
結
成
さ
れ
、
七
月
に

は
石
巻
市
長
に
高
台
移
転

の
要
望
書
を
提
出
し
た
。
雄

勝
町
は
こ
の
頃

「高
台
移
転

の
先
進
地
域
」
と

み
な
さ

れ
て

い
た
。

し
か
し
そ
の
後
、

一
部
の
住
民
か
ら
高
台

移
転

に
反
対

の
声
が
上
が
り
始
め
る
と
、
十

一
月
に
石

巻
市
主
催

で
行
わ
れ
た
住
民
説
明
会

は
紛
糾

し
た
。
出

席
し
た

一
部
住
民
が
雄
勝
町
中
心
部
を
内
陸

に
移
転
す

る
案

に
強
く
反
発
し
た
た
め
だ
。
結

局
国
土
交
通
大
臣

の
同
意
を
得
た
の
は
二
〇

一
二
年

の
十
月
。
事
業
は
大

幅
に
遅
れ
、
移
転
希
望
者
も
減
少
し
て
し
ま

っ
た
。

以
下
で
は
、
先
進
地
域
と
み
な
さ
れ
て
い
た
に
も
拘

わ
ら
ず
、
住
民
対
立
や
事
業

の
遅
れ
が
生
じ
た
原
因
を

分
析
し
た

い
。

3

原
因

の
分
析

(
1
)
復
興
を
急
ぎ
す
ぎ
た
行
政

第

一
の
原
因
は
、
行
政
が
復
興
を
急

い
だ
結
果
、
住

民

の
合
意
形
成
が
不
十
分
だ

っ
た

こ
と
だ
。
雄
勝
町

の

役
場
は
平
成

の
大
合
併

で
人
員
が
不
足
し
、
充
分
な
聞

き
取
り
調
査
や
情
報
提
供
を
行
え
な
か

っ
た
。
防
集

は

居
住
地
に
建
築
制
限
を
か
け
る
制
度
だ
。
情
報
提
供
が

不
十
分
だ

っ
た
た
め

「そ
ん
な
話
は
聞

い
て
い
な

い
」

と

い
う

反
発
を
招

い
た
。
加
え

て
仮
設
住
宅
を
住
民
ご

と
に
別

々
に
供
給
し
た
結
果
、
集
会
を
開
催
で
き
な

い

地
区
が
あ

っ
た
。

ま
た
行
政
は
当
初
、
雄
勝
町
全
体
で
の
移
転
を
検
討

し
た
が
、
集
落

の
違

い
か
ら
全
体
合
意
は
困
難
だ

っ
た
。

雄
勝
町
は
漁
師
中
心

の
漁
村
と
、
サ
ー
ビ
ス
業
中
心

の

商
店
街

に
分
か
れ
る
。
漁
師

は
職
住
分
離

も
可
能
だ
が
、

商
店
主

の
場
合
、
自
宅
と
職
場
を
別
に
持

つ
と
経
費

(
固

定
資
産
税

・
光
熱
費

・
管
理
費
)
が
二
倍
か
か
る
た
め

職
住
分
離
が
難

し
い
か
ら
だ
。

行
政
が
復
興
を
急

い
だ
背
景

に
は
、

石
巻
市
と

の
関

係
が
あ

っ
た
。
雄
勝
小
学
校

の
教
諭
、
徳
水
博
志
氏
は
、

「合
併

以
降
、
雄
勝
総
合
支
所

は
石
巻
市
本
庁

に
軽

ん

じ
ら
れ
て
き
た
。
支

所
の
担
当
者
に
は
、
雄
勝
を

い
ち

早
く
復
興
さ
せ
て
市
役
所
本
庁
を
見
返
し
た
い
と

い
う

思

い
が
あ
り
、
他

の
町
に
先
駆
け

て
高
台
移
転

に
走

っ

た
」
と
述

べ
て
い
る
。

し
か
し
復
興
を
急

い
だ
結
果
、

住
民
合
意
が
う
ま
く
取
れ
な
か

っ
た
。

(
2
)
機
能
し
な
か

っ
た
住
民
自
治

第
二
の
要
因
は
住
民
自
治

の
機
能
不
全
だ
。
高
台
移

転

の
方
針
を
決
め
た

「ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」

は
各
集

落

の
代
表
と
公
募
委
員

で
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、
役
員

や
委
員

の
選
出
基
準
は
不
透
明

で
、
二

部

の
有
力
者
だ

け

で
決

め
た
」
と

い
う
批
判
を
招

い
た
。
住
民
に
対
す

る
拘
束
性
も
不
明
確
だ

っ
た
。

も

っ
と
も
雄
勝
町
に
は
集
落

の
代
表
が
集

ま

っ
て
自

治
を
進

め
て
き
た
歴
史
が
あ
り
、

こ
れ
ま
で
は
そ
れ
が

自
然
な
も

の
だ

っ
た
。

し
か
し
今
回

の
場
合
、
中
心
部

の
集
落
は
、
代
表
が
協
議
会
に
出
席
し
て
い
て
も
住
民

に
情
報
を
伝
え
ら
れ
な
か

っ
た
。
住
民
が
別

々
の
仮
設

住
宅
に
入
居
し
、
集
会
を
開
催

で
き
な
か

っ
た
か
ら
だ
。

「住
民
合
意
は
取
り
よ
う
も
な

か

っ
た
」
と

い
う
。

ま
た
、
集
落
に
住
民
を
ま
と
め
る
よ
う
な
人
物
が

い

る
か
否
か
も
影
響

し
た
。
例
え
ば
船
越
集
落
で
は
、
漁

師

の
中
里
孝

一
氏
を
中
心
と
し
て
早
く
か
ら
住

民
間
で

議
論
を
重
ね
、
高
台
移
転

の
方
針
を
決
め

て
い

っ
た
。

一
方

で
震
災
か
ら

一
年
以
上
経

っ
て
か
ら
初
め
て
住
民

集
会
が
開
催
さ
れ
た
集
落
も
あ

っ
た
。

加
え
て
、
議
論

に
参
加
す
る
こ
と
に
消
極
的
な
住
民

も
多
か

っ
た
。

「
反
対
で
も
面
倒
だ

か
ら
し
な

い
」

「自

分
か
ら
反
対
す
る
の
は
嫌
」
と

い
う
人
が
居
た
と

い
う
。

協
議
会

が
二
〇

一
一
年
六
月
に
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト

も
、
回
答
率
は
5
3
%
に
留
ま

っ
て
お
り
、
約
半
数
が

方
針
決
定
に
関
与

し
て
い
な

い
3
。

以
上

の
よ
う
に
、
住

民
自
治
が
機
能

せ
ず
、
住
民
間

の
対
立
や
事
業

の
遅
れ
を
招

い
た
。

(
3
)
外
部
支
援
者

の
過
剰
介

入

雄
勝
町
の
場
合
、
住
民
間

の
対
立
を
招

い
た
責
任

の

一
端
は
外
部
支
援
者
に
あ
る
。
あ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が

高
台
移
転
反
対
派
住
民
に
過
剰

に
肩
入
れ
し
た
結
果
、

行
政
と
反
対
派
住
民
、
賛
成
派
住
民
と
反
対
派
住
民

の

間
に
対
立
が
生
じ
た
か
ら
だ
。
例
え
ば
、
協
議
会
や
市

の
説
明
会
に
、
反
対
派
住
民
を
数
十
名
伴

っ
て
怒
鳴

り

さ

ミ
◎

§

慧
鴨麸
ミ

吻
寒

8

、
ミ

q
o
ぐ
偽ミ
ミ
Q
ミ
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公共空間

込
ん
だ

ほ
か
、

ア
ポ

イ
ン
ト
な
く
役
場
を
訪
れ
、
職
員

に
議
論
を
要
求

し
、

そ
の
様
子
を
動
画
で
撮
影

し
て
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上

で
公
開
し
た
。

こ
う

し
た
行
動
に
行

政
は
態
度
を
硬
化
。

反
対
派
は
過
激

派
と
み
な
さ
れ
、

賛
成

派
と
反
対
派

の
間
に
は
溝
が
生
ま
れ
て
し
ま

っ
た
。

作成 震災復興研究会

 

(
4
)
町
の
衰
退
と

い
う
潜
在
的
な
課
題

ま
た
人

口
が
減
少
し
た
要
因
と
し
て
、
町
が
震
災
前

か
ら
衰
退
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

人
口
は
最

盛
期

の
昭
和
三
〇
年
代
を
ピ
ー
ク
に
年

々
減
少

し
て

い

た
。
六
十
五
歳

以
上

の
人

口
は
4
2
%
4
。
進
学

・
就

職
を
期
に
若
者
が
流
出

し
て
し
ま

っ
て
い
た
5
。
加
え

て
今
回
の
震
災

で
は
、
多
く

の
人
が
仮
設
住
宅
な
ど
で

石
巻
市
や
仙
台
市

の
内
陸
部
に
避
難
し
た
結
果
、
そ
こ

に
生
活
基
盤
を
作

っ
て
し
ま

い
、
町
に
帰

っ
て
来
な
く

な

っ
た
。
漁
師

以
外
は
通
勤
通
学
に
不
便
で
経
済
的
基

盤
も
な

い
雄
勝

町
に
戻
る
理
由
が
な
か

っ
た

の
だ
。

4

雄
勝
町
の
事
例

か
ら
学
ぶ

べ
き
こ
と

以
上
の
分
析
を
ま
と
め
た
上

で
、
雄
勝
町

の
事
例
か

ら
私
た
ち
が
学
ぶ

べ
き
こ
と
を
述

べ
た
い
。

第

一
に
、
行
政
が
復
興
計
画

の
策
定
や
仮
設
住
宅

の

供
給
な
ど
を
急

い
だ
結
果
、
住
民

へ
の
情
報
提
供
や
合

意
形
成
を
図
れ
な
か

っ
た
。
当
時
は

「
い
ち
早
い
復
興

を
」
と
い
う
要
請
が
強

か

っ
た
が
、
復
興
計
画
の
策
定

は
急

い
で
は

い
け
な

い
。
焦
ら
ず
時
間
を
か
け
て
関
係

者

の
利
害
調
整
を
す
べ
き
だ

っ
た
。

マ
ス

コ
ミ
を
は
じ

め
外
部

の
人
間
も
復
興
を
急
か
す

べ
き
で
は
な

か

っ
た

の
だ
。
第
二
に
、
住
民
主
体

の
ま
ち
づ
く
り
も
機
能

し
な
か

っ
た
。
震
災
後

に
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
は
、
平
常
時

か
ら
住

民
が
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
参
加

し
て
い
る

こ
と
が
必
要
だ
。

第
三
に
、
外
部
支
援
者

の
過
剰
な
介
入
に
よ
り
住
民

間

の
対
立
が
生

じ
た
。
全

て
善
意
に
よ
る
行
動
だ

っ
た

が
、
善
意
が

い
つ
も
良

い
と
は
限
ら
な

い
。
地

元
の
こ

と
は
地
元
の
人
が
決
め
る
の
が
大
原
則
だ
。
地
域

の
秩

序
を
壊
す
よ
う
な
行
動
は
あ

っ
て
は
な
ら
な

い
。

そ
し
て
第
四
に
、
震
災
前
か
ら
続
く
町
の
衰
退
と

い

う
事
実
は
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。
人

口
流
出

の
誘
因
が

潜
在
的

に
存
在

し
た

の
で
あ
り
、
復
興
計
画
を
作
る
に

あ
た

っ
て
、
衰
退
と

い
う
潜
在
的
な
課
題
に
向
き
合
う

必
要
が
あ

っ
た
。

雄
勝
町
で
は
現
在
、

町
に
残
る
と
決
め
た
人
た
ち
で

復
興
に
向
け
て
動
き
出
し
て
い
る
。
雄
勝
町
に
い

つ
か

復
興
し
た
と
言
え

る
日
が
く
る
こ
と
を
願

っ
て
や
ま
な

い
。
そ
し
て
私
た
ち
は
、
今
回

の
震
災
の
経
験
を
活
か

せ
る
よ
う
に
努
力

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
被

災
地

の
外
に

い
る
人
間
に
で
き
る
こ
と
の

一
つ
だ
と
私

は
思
う
。

(執
筆

谷

口
濯
也
)

-

読

売
新

聞

「
人

口
流

出

再
建

の
遅

れ
、
減

少

を
加

速

」

(図
O
H
°。
°°。
μ
O
)

2

国
土

交
通

省

「東

日
本

大
震

災

の
被

災

地

で
行

わ

れ

る
防

災
集

団

移
転

促
進

事

業
」

(拝

ε

"＼ヨ

朝
舅
日
弊

σ゚q
。
な

＼8
日
日
8

＼O
O
H
O
O
誤

曲

'冨

03
雄
勝
地
区
震
災
復
興
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

ア
ン
ケ

ー
ト
委
員
会

「雄
勝
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
第

一
回
全

世
帯
ア

ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果
」
平
成
二
三
年
七

月4
平
成
二
二
年
国
勢
調
査
よ
り
推
計

5
平
成
二
二
年
と
平
成

一
七
年

の
国
勢
調
査
に
お
け

る
年
齢

別
人

口
を

元
に
計
算
す

る
と
、
十
代
後
半
か
ら

二
十
代
後
半
に
か
け

て
大
量
に
人

口
が
減
少
し
て
い
る
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